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第109号

　高田平野の東部に位置する弥
や

五
ご

郎
ろう

遺跡は東を
米
よねやま

山、西は妙高山を望み飯
いいだがわ

田川と桑
くわ

曽
そ ね

根川
がわ

に挟
はさ

ま
れた標高約16ｍの沖

ちゅうせきち

積地にあります。発掘調査は
平成31年４月から令和元年11月まで行い、調査面
積は3,110㎡です。
　遺構は地表から１ｍ以上掘り下げた標高約14.5
ｍで見つかりました。
　調査の結果、検出した遺構総数は137基、出土
遺物は浅箱で20箱ありました。遺構・遺物とも主
な時代は古墳時代前期で、一部平安時代もありま
す。古墳時代前期の遺構は竪

たてあな

穴建
たてもの

物６棟、性格不
明遺構18基、溝

みぞ

跡
あと

１条、土
どこう

坑11基、ピット20基が
見つかりました。平安時代の遺構は溝跡１条、ピッ
ト５基があります。
弥五郎遺跡の遺構の残りは非常に悪く、右の写
真のように深さ５㎝ほどしか見つけられませんで
した。土の堆積をよく観察したところ、遺構を川
砂などが覆っていることから、おそらく周辺の川
の氾濫などで遺跡の土が削り取られ、失われたも
のと考えられます。
　遺物は古墳時代の遺構から土

は じ き

師器の甕
かめ

、管
くだ

玉
たま

、
炭
たん

化
か

米
まい

が出土しています。炉
ろ

に埋
まいせつ

設された土師器
の壺や直径５㎝ほどの大きさのミニチュア土器も
１点出土しています。炉に埋設された土師器の壺
は東海系の可能性があり、また炉に据える類例は
少なく、今後の整理で詳しく調べる予定です。
　平安時代の遺物では土師器・須

す え き

恵器のほか、羽
は

釜
がま

も見つかっています。須恵器には墨
ぼくしょ

書の残るも
のもありますが残念ながら判読不明でした。
　以上の調査成果から、弥五郎遺跡では古墳時代
前期（３～４世紀）には、竪穴建物が作られ集落
を形成していたことがわかりました。上越市域で
は、妙高山に連なる麓

ふもと

に弥生時代中期中葉から古
墳時代前期の国指定史跡斐

ひ

太
だ

遺
いせきぐん

跡群が代表的な遺
跡であり、弥生時代中期の玉

たまつくり

作工
こうぼう

房がある吹
ふきあげ

上遺
跡と弥生時代終末から古墳時代初頭の大規模な
環
かんごう

濠集落の釜
かま

蓋
ぶた

遺跡などで構成されています。
　また、弥五郎遺跡の周辺の平野部でも多数の古

2019年度
発掘調査
遺跡の紹介

弥五郎遺跡
―古墳時代の集落―
所在地：上越市三

さ ん わ く こ め こ あ ざ や ち わ り
和区米子字谷内割

炉に据えられた土師器壺

竪穴建物と出土遺物（薄黒い部分が建物跡）

弥五郎遺跡 2 区

墳時代前期の遺跡が調査されており、本遺跡との
関係に興味が持たれます。

（株式会社イビソク青木　誠）
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第109号

や抹茶を作る茶臼を持つことなどから、丘江遺跡
Ⅶは有力者が住む集落であったと想定できます。
また、同じ時期の茶臼が過去の丘江遺跡の調査や、
丘江遺跡の北に位置する山

やま

崎
ざき

遺跡などでも出土し
ており、このころの柏崎にお茶の文化が広がって
いたことを示しています。
� （株式会社大石組　南波　�守）

　丘
おか

江
え

遺跡Ⅶ（７次調査）は、平成30年度に発掘
調査を行い、本年度は発掘調査報告書刊行に向け
て整理作業を実施しています。作業を進めるうち、
出土した遺物の中に茶道具が一定数含まれている
ことがわかりました。出土した茶道具には、茶

ちゃ

臼
うす

（写真１-１～３）や瀬
せ

戸
と

美
み

濃
の

焼
やき

の天
てん

目
もく

茶
ちゃ

椀
わん
（写真１

-４）、茶入れ（写真１-５）があります。このほか
に茶道具としての利用が想定されるものとして、
合
ごう

子
す
（写真１-６）、瓦

が

器
き

香
こう

炉
ろ
（写真１-７）などが

出土しています。
　合子は蓋

ふた

付
つき

の容器で、茶道具や仏具として使用
され、茶や香などを入れたものです。茶臼（図１）
は、碾

てん

茶
ちゃ

（抹茶の原料）を上
うわ

臼
うす

の供給口に入れ、
上臼を回転させ下

した

臼
うす

と擦
す

り合わせて挽
ひ

くことで抹
茶にする道具で、現在でもほとんど同じような形
のものを使用しています。１・２は安

あん

山
ざん

岩
がん

製で、
同じ井戸から出土しました（写真２）。擦り合わ
せ面がぴったりと合うことから、セットで使用さ
れたものと考えられます。径は約30cm、２つ合
わせた高さは約23cmあります。また、この茶臼
で注目したいところはどちらも意図的に割られて
いる可能性があることです。１については、割ら
れたあと、さらに火を受けたことで全体に煤

すす

が付
着しています。このように意図的に壊された茶臼
を井戸に埋めた様子は、当時のモノを捨てる時の
祭
さい

祀
し

行為を知る上で重要です。
　茶（喫

きっ

茶
さ

）の文化は、８世紀（平安時代初め）
ころに遣

けん

唐
とう

使
し

によって中国から伝わったとされま
す。一度は衰退しますが、鎌倉時代初期に臨

りん

済
ざい

宗
しゅう

開祖の栄
よう

西
さい

によって再び中国から茶の文化が
入り、寺院や武家を中心に広がります。その後、
室町時代から江戸時代にかけて茶の文化は庶民へ
と広がっていきますが、抹茶は比較的上流階層が
好んだようです。
　丘江遺跡Ⅶで出土した茶道具は14世紀後半から
15世紀（室町時代）ころのものと考えられ、ちょ
うど茶が一般に浸透し始める時期にあたります。
しかし、茶入れや合子・香炉といった優品の存在

2019年度
整理作業
から

丘江遺跡Ⅶ
出土の茶道具など
所在地：柏

かしわざきし
崎市茨

いばらめ
目 3 丁目

図 1 　茶臼の構造と部位名称
（三輪茂雄1978『臼（うす）』を加工）

写真 2 　茶臼（上臼）出土状況

写真 1 　出土した茶道具など（ 1 ～ 3 ：茶臼　 4 ：
天目茶椀　 5 ：茶入れ　 6 ：合子　 7 ：香炉）

供給口

受皿

抹茶
ふくみ

芯木

竹筒
（挽き木の鞘）

さや

挽き木
ひ

原料碾茶
てんちゃ

上臼
うわうす

下臼
したうす

1

2

3

4 5 6

7

33
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　2006年に北陸新幹線建設に伴い、高田市街地の
南西約２㎞、上越市大字向

むか

橋
ばし

に所在する岩ノ原遺
跡の発掘調査が行われると、８世紀中葉から９世
紀末ころの倉庫跡を含む掘立柱建物16棟、井戸1
基などが検出され、多くの墨書土器が出土しまし
た。この中には「石井庄」７点、「石庄」18点「石井」
５点、「庄」７点の墨書土器が含まれており、石
井荘は関川左岸に存在したことが明らかになり、
岩ノ原遺跡周辺には８～９世紀の石井荘の中心施
設があったと推測されます。
　岩ノ原遺跡のすぐ近くには関川の支流儀

ぎ

明
みょうがわ

川が
流れています。北陸の東大寺領荘園は国府所在郡
の河川交通の要所に位置することが多く、石井荘
も同様の選地が行われたようです。�（春日真実）

　石井荘は天
てんぴょうしょうほう

平勝宝五年（753）には成立してい
た東大寺領の荘

しょうえん

園です。越後国には頸城郡に石井
荘・吉

よしだの

田荘
しょう

・真
ま

沼
ぬまの

荘
しょう

の３荘、古志郡に土
どい の

井荘
しょう

の
合計４つの東大寺領荘園が存在しました。天

てんりゃく

暦四
年（950）の「東大寺封

ふ

戸
こ

荘園 并
ならびに

寺用雑
ぞうもつ

物目録」
によると石井荘の荘田は約65町（１町は約108m
四方）で、これは越後国の東大寺領荘園約113町
の半分以上を占め、越後国最大の東大寺領荘園で
した。
　平安時代の終わりころ、永

えいじ

治元年（1141）をそ
れほどさかのぼらない時期に、石井荘は土井荘と
ともに越後北部の沼垂郡豊

とよたの

田荘
しょう

（加
かじ の

治荘
しょう

）と交換
され消滅しました。石井荘の所在地については、
関川右岸の上越市三和区周辺とする説や関川左岸
の高田市街地周辺とする説がありました。

埋文
コラム

石
いわいの
井荘
しょう
と墨書土器

「石庄」墨書土器

「石井庄」墨書土器

 岩ノ原遺跡SB049（倉庫跡、西から）

遺跡の北上空から　下が発掘調査地区

儀明川

SB049
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　発掘！新潟の遺跡2019展。2019年度に発掘調査・
整理報告実施した７遺跡の最新の成果について出
土品と説明パネルで紹介します。展示品の多くが
初公開となりますので、お見逃しのないよう、ぜ
ひお越しください。
◆ 日　時：令和２年１月10日㈮～３月22日㈰

9：00～17：00�（期間中休館日なし）
◆ 会　場：新潟県埋蔵文化財センター

 （新潟市秋葉区金津93-1）
◆ 展　示：��村上市上野遺跡、阿賀野市山口遺跡、

南魚沼市坂之上遺跡・六日町藤塚遺
跡・余川中道遺跡、柏崎市丘江遺跡、
上越市古屋敷割遺跡の出土品・写真
パネルなど

◆ 観　覧：無料
第24回遺跡発掘調査報告会
　午前中は2019年度に発掘調査を行った遺跡の最
新成果について、発掘担当者がスライドで解説し

埋文
インフォ
メーション

発掘！新潟の遺跡2019展
第24回遺跡発掘調査報告会を開催します

ます。午後からは国道8号糸魚川東バイパス・柏
崎バイパスの調査成果に関する講演を行います。
◆ 日　時：令和２年３月８日㈰10：00～15：00

 （受付開始は10：00）
◆ 会　場：新潟県埋蔵文化財センター研修室

 （新潟市秋葉区金津93-1）
【発掘調査報告】10：00～12：00
・村上市上野遺跡（縄文時代後期）
・南魚沼市坂之上遺跡・六日町藤塚遺跡（古墳時代）
・柏崎市丘江遺跡（弥生時代・中世）
・上越市古屋敷割遺跡（古代・中世）
【講演会】13：00～15：00
・ここまでわかった糸魚川の歴史
・ここまでわかった柏崎の歴史
◆ 参加費：無料
◆ 定　員：100名�

 （申込不要・当日定員になり次第締切）

南魚沼市 余川中道遺跡 出土土器
（古墳時代中期）

阿賀野市 山口遺跡 掘立柱建物
（平安時代）

柏崎市 丘江遺跡 水田跡
（室町時代）

上越市 古屋敷割遺跡 作業風景
（古代～中世）
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第109号

と共通しています。
　さらに下層と中層で磨製石斧の製作技術の変化
が明らかになったことも重要です。下層では平

ひら

た
い石を斧の形に切り出す擦

すり

切
きり

技
ぎほ う

法（写真２）を用
いた生産が盛んで、中層では同技法は姿を消し、
石を敲

たた

いて斧の形に整える敲
こうだ

打技法に集約される
ようになります。糸魚川周辺から各地に磨製石斧
が運ばれた一方、信州産・富山県魚

うお づ

津産・伊
い ず

豆
神
こうづしま

津島産の黒曜石、東北産の琥
こはく

珀が当遺跡に持ち
込まれたことが科学分析によって明らかになって
おり、物流が双方向であったことを示しています。
　この他、生活道具と考えられる石器には、打

だせい

製
石
せき

斧
ふ

、石
せき

鏃
ぞく

、石
いし

錐
きり

、石
いし

錘
おもり

、石
いし

皿
ざら

、磨
すり

石
いし

類
るい

などがあ
り、一般集落と変わりありません。石製品では玉
類のほか、中層出土の大型の石

せき

棒
ぼう

（写真３）は県
内最大の大きさです。また、出土した動物骨は魚
類が圧倒的に多く、ほ乳類が少ないことが分りま
した。多くの海産の魚種が認められ、土器に貝類
を模した文様が見られるなど海辺のムラであるこ
とを示しています。
　糸魚川地域で集約的に生産された磨製石斧の流
通や交流を探る上で、本遺跡出土品が果たす学術
的価値は質・量ともに極めて高いと言えます。
　六反田南遺跡出土品は、新潟県埋蔵文化財セン
ターで一部を展示しています。� （高橋　保）

　六反田南遺跡は、糸
いとい が わ し

魚川市大
やまとがわ

和川字
あざ

六
ろくたんだ

反田の海
うみ

川
かわ

右
うが ん

岸の標
ひょうこう

高３～５ｍの低
ていち

地で自
しぜん

然堤
ていぼう

防上
うえ

にあり
ます。平成18年（2006年）～25年に発掘調査が行
われました。遺跡は洪

こうずい

水堆
たいせきぶつ

積物をはさんで３面に
分かれ、上層は弥生時代以降、中層は縄文時代
中
ちゅうき

期中
ちゅうよう

葉、下層は縄文時代中
ちゅうき

期前
ぜんよう

葉～中葉となり
ます。今回、県指定となったものは中層・下層の
出土品です。両層とも竪

たてあな

穴建
たてもの

物・土
どこう

坑・埋
まいせつ

設土
ど き

器
などからなる縄

じょうもん

文時
じだ い

代中期の大規模集落で多数の
遺物が出土しました。土器は、在地の北陸系の文
様を持つ土器を中心に信州系・東北系なども見ら
れ、また、両系の折

せっちゅう

衷文様の土器は、地域的特徴
を良く表しています（写真１）。完全な形に復元
できた土器も多く、当地域の基準資料となるもの
です。土製品では土

どぐう

偶、耳
みみかざ

飾りなどが見られます。
　本遺跡の最大の特徴は蛇

じゃ

紋
もんがん

岩や透
とうせん

閃石
せきがん

岩製
せい

の
磨
ませ い

製石
せき

斧
ふ

の大量生産です。石斧及びその生産に用
いられた工具（敲

たたき

石
いし

・砥
とい し

石・石
いし

鋸
のこぎり

・台
だいいし

石）の材
料は、いずれも近くの海岸で容易に採取できます。
おそらく他地域への供給を前提とした石斧生産で
あったと考えられます。この状況は、当地域にお
ける縄文時代中期の拠

きょてん

点集落である国史跡の糸魚
川市長

ちょうじゃがはら

者ヶ原遺跡・同市寺
てらじ

地遺跡や新潟県境に近
い富山県朝日町境

さかい

Ａ遺跡（出土品は重要文化財）

県内の
遺跡・遺物
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六
ろくたんだみなみいせきしゅつどひん
反田南遺跡出土品　1,202点

平成31年３月22日　新潟県指定有形文化財（考古資料）
遺跡所在地：糸魚川市大和川
遺物保管　：新潟県（新潟県埋蔵文化財センター）

『埋文にいがた』のバックナンバーは（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団HPでご覧いただけます。
上のURLからご確認ください。

写真 2 　擦切技法による切断
　　左下：長さ13.5㎝

写真 3 　石棒
高さ：101.1㎝

写真 1 　さまざまな形、文様の土器
　　  中央大型台付鉢：高さ39㎝

写真3点　photo�by�T.OGAWA
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